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グ ローバ リゼ ー シ ョン

の現在

一フランスの移民排斥問題一

Ababacar Diop, Dans la peau d'un sans-

papiers, Paris, Seuil, 1997(<<L'HISTOIRE 

IMMEDIATE>>, Collection dirigee par 

Jean-Claude Guillebaud).

移民排斥問題とは何か

福浦 一男

近年、ヨーロッパにおける移民排斥問題が

クローズアップされてきている。

フランスの 「国民戦線」や ドイッのスキン

ヘッズに代表されるような社会状況は、端的

に述べるならば、グローバ リゼーションの

中、いわゆる国際労働移動が進行し、その結

果、国民国家において実質的に一定の社会層

となるに到った移民労働者階層と、従来から

の国民との間にエスニシティや人種の問題が

生 じたものであり、排斥の圧力は移民に対す

る日常的な暴力の次元にまで及んでいる。

この問題に関してはいくつかの論考が存在

するが、それらはあくまでも移民を受け入れ

る国民国家の側からの視点である。*1

そうではなく、ここで排斥 されている移民

の側に視点を置いてみること。その重要性は

以下にある。すなわち、そうすることによっ

て、我々は、我々の社会 ・文化が実際には政

治的に構築されてきたものだということを理

解でき、その理解に基づいて、新たな社会認
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識のための基底を築 くための足がかりとする

ことができるのである。以下に紹介するの

は、当の移民によって書かれた現代史の1コ

マに他ならない。

サン=パ ピエの運動

1996年3月 から8月 にかけて、フランスの

首都パリの2つ の教会をデフリカ系移民が占

拠 した事件は我々の記憶に新 しい。それらの

事件は、それぞれ11区、18区 にある教会の名

前にちなんでサン=タ ンブロワーズ教会占拠

事件及びサン=ベ ルナール教会占拠事件と呼

ばれている。本書は、それらの事件で中心的

役割を果たし、「許可証なし」"sans-papiers"

(以下 「サン=パ ピエ」と表記)の スポーク

スマンと呼ばれ、現在も猶フランスにおける

移民の待遇の改善を訴え活動中の、アババカ

ル ・ジョップ氏が、セネガルでの幼少時の回

想から1996年末までの身辺の出来事を綴った

ものである。近年フランスでは移民を規制す

る法律によって新たな移民を排除するどころ

か、今まで合法的に滞在することができた者

からもその権利をはく奪するような事態が生

じ、移民排斥をイデオロギーとする極右の台

頭 と相 まって、多くの移民は自らの社会的生

存の危機にさらされている。このような状況

の中、アフリカ系移民は教会占拠という行動

をおこしたのである。

本書の中で中心的にとりあげられているの

は占拠の具体的過程である。したがって本書

以降の出来事、具体的には1997年 に入ってか

ら成立したいわゆる ドブレ法と呼ばれる移民

規制法の人種差別的な側面等の問題点及びそ

れに対する社会の反応、さらには首相の交代

によるコアビタシオン(保 革共存)に ついて

は本音の中ではとりあげられていない。本書
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を構成する複数のコンテクストの中で特に紹

介 しておきたいことは、いったい移民は本国

でどのように暮らしており、そしてなぜ国を

離れ、そしてどのような生活を移住先で送っ

ているのか、ということである。つまりは第

2次 大戦後の独立後の第3世 界の具体的な内

実の一例である。だがそれは一例にはとどま

らない。一人のアフリカ人のライフヒス ト

リーがマクロな歴史そのものであるような事

態がここで生 じているからだ。

以下に要約 ・紹介するのはフランスにおけ・

るアフリカ人移民労働者の日常である。移民

の日常性が、排斥問題を考える上での中心

テーマとなるだろう。移民の トリビアルな日

常を理解することによってこれまでの移民研

究の弱さを克服 し、当問題についてじっくり

考えることこそが本論のメッセージである。

移民のライフヒス トリー

出身地

ジョップはセネガルの大西洋に面 したフラ

ンスの植民都市、サン=ル イで育った。

サヘル気候の乾燥 した地域。農業生産性の

低いこの地域は貧しく、フランスへの移民の

主な部分をこの地域がになっていた。フラン

スの工業が彼らの労働力を必要としているか

らだった。 しかしフランスだけが彼らの出稼

ぎ先ではなかった。セネガル人は他のアフリ

カ諸国にも移住 していた。だから、フランス

に行 くという考えはジョップにはあたりまえ

のことではなかった。

フランス語での教育が母との行き違いの原

因だった。彼女はフランス語を知らなかっ

た。彼の両親や祖父母の世代はフランスの植

民地時代に育った。彼は祖父母については何

も知らなかった。フランス語は学校での第一

言語だった。だから自分の国の文化よりもフ

ランスの文化の影響を受けた。フランス語で

の地理、歴史、自然科学の授業を受け、放課

後は親や友人とウォロフ語で しゃべってい

た。フランス語がフランス在住アフリカ人同

士の共通語なのはこのせいだった。

ジョップ氏は語る。「我々は植民地化のこ

とを間接的にしか、それも断片的にしか知ら

なかった。」「我々の社会にかかわることの多

くは沈黙のうちにあった。」「先祖がガリア人

ではないということを我々は知った。じゃあ

いったい誰だというのだ。」

コレージュでの第6学 年の時、彼は国の歴

史を学んだ。植民地化に抵抗 した多くの宗教

の長、そしていくつかの王朝の存在を知っ

た。先生の中にはウォロフ語で英語の授業を

行 う者もお り、また割礼、伝統的戦闘など、

固有の文化について授業を行いはじめる者も

いた。

サ ン=ル イにはフランス文化センターが

あった。そこで彼は沢山の本を読んだ。第2

次大戦や1929年 の恐慌の歴史をそこで知っ

た。彼はサル トルやカミュを読んだ。

クラスの友人たちは社会主義やマルクス主

義について話しはじめていた。だが、彼はい

つでも具体的な問題、奨学金を獲得する困難

や、食費や家賃を支払う困難をとりあげる方

が良いと思った。事実、彼は学生運動には消

極的だった。当時のセネガルの実状は大臣や

その取 り巻 きが優先的に援助を受けることが

できるような有様だった。この時のネポティ

ズムの教訓が彼に告げる。「フランスで、も

しお前が引越すなら、そのアパル トマンをア

フリカ人の知り合いなら誰でもいい、そいつ

に譲るんだ。」
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ジョップはサン=ル イを離れてダカールに

向かった。

セネガルの若者の半数以上は就職がなくそ

れでも彼 らはちょっとした物売 りでなんとか

うまくやっていた。いわゆる都市インフォー

マルセクターに生きる人々であった。彼 らは

自給自足が不可能な農村の出身だった。とい

うのも、入植者に押 し付けられた落花生のモ

ノカルチュア経済によって主食の生産は著し

くおちこんでいたのだ。

ダカールっ子は泥棒市で外国からの旅人と

友人になろうとした。みんなそのコネクショ

ンを利用 してフランスに行きたいと思 うよう

になっていたのだ。ジョップにもそんな経験

があった。彼がサン=ル イまで同行したフラ

ンス人の大学教授夫妻は次のように言った。

「住所を教えてあげよう。もし君がフランス

にくるつもりなら、たよりをくれたまえ。」

そんないいかげんな約束だが、若いダカー

ルっ子なら皆一度はやってみるのだった。

彼は 「リセ ・ファイデルブ」に入学 した。

その時事件が起きた。政府がカザマンス地方

に軍事弾圧を行ったのだ。カザマンス地方は

セネガルの中で も唯一豊かな地方なのだ。

ジョップはセネガル政府の政策に反対した。

ジョップはコレージュ ・リセ時代を通 じて

地元のサ ッカーチームに所属 しており、妻と

知り合ったのもその頃だった。妻はとても厳

格でフランス志向の中産階級出身だった。

1987年 、彼は17才で彼女は16才だった。彼女

の父はフランスに滞在 し、26年 間軍に所属、

セネガルに帰国後彼はウォロフ語を一言も

話さなかったという。

ジョップは19才でフランスに渡った。

移住地
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ジョップがパリに着いたのは、1988年7月

24日、ツール ・ド・フランスの最終日だった。

腹違いの兄弟の1人 がフランスに住んでい

て 、 ジ ョ ップ は 宿 泊 証 明 書certificat

d'hebergementを 入手するために必要な手続

きを彼に頼んでおいたのだった。ジョップは

それをダカールで受け取った。その証明書は

ビザがないと効力がなく、ビザは航空券がな

いと無効になってしまう。兄弟がインター

ポールのフランス人に頼んで くれたおかげ

で、彼は1カ 月の短期滞在ビザを入手でき

た。そのビザは7月8日 から有効だったか

ら、フランス入国時には既に16日間が経過し

ていた。

彼は当時すでにセネガル当局の監視の対象

だった。

彼は片道分の航空券に95ρ00CFAフ ランを

支払った。これは3カ 月分の給料に相当 し

た。誰にでも支払える額ではなかった。往復

の航空券は当局の目をあざむくためだった。

彼はフランスのことなどほとんど何も知ら

なかったし、避難権ledroitdgasileを 申請 し

なければならないことを予想 もしていなかっ

た。さらにフランスの領土内に住む全ての外

国人に対して滞在許可証が要求されるという

ことすら知らなかった。

ジョップがセネガルを離れたのは、当時の

政治事件に深 く関係 したためだ。彼は、これ

以上見通 しの暗い国にとどまっていた くな

かったのである。

パリに来たジョップはメトロの何番線に乗

ればよいかもわからなかった。だが彼は幸い

フランスに向かう機内で偶然若いセネガル人

女性 と出会った。彼女の夫を通 じて彼は様々
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な便宜をはかってもらえることになった。

そして2週 間後ビザが切れた。ジョップ氏

はパリ郊外セルジー=サ ン=ク リス トフの役

所に難民申請をすることを決意 した。そのた

めには、1988年 のカザマンス紛争の事件時に

果たした自分の政治的役割をはっきりさせる

ことが必要だった。

フランス難民無国籍者保護局OFPRA(Of-

ficefrangaisdeprotectiondesr6fugi6s

etapatrides)で の事情聴取は弁護士不在の

まま、3人 によって行われた。建物の中では

沢山の人が待っていた。ザイール人、モーリ

タニア人、マリ人、セネガル人、そして北ア

フリカ人。

アフリカの国々では口頭伝承の文化がある

ため、当局は文書なしで意のままに被疑者を

取 り締まることに慣れていた。だから、国家

の暴力を証明するのは非常に困難だった。そ

れは全政治難民にとっての問題だった。とい

うのもつまりはあらか じめ国を棄てることを

決めている場合は極めてまれだったのだ。

到着 して2週 間後、彼は母親に300フ ラン

を送った。難民申請者には一時金1300フ ラン

が支給 されたのだった。彼はメトロの定期を

購入した。仕事の面接に行 くためだった。

ジョップは1988年11月1日 から有効の労働許

可証と滞在許可証を入手 した。許可証のある

日々がはじまったのだ。

ジョップはサッカーのおかげで仲間のツテ

から最初の仕事を見つけた。それは清掃夫の

仕事だった。彼は社会保障に登録する。

彼は朝4時 に出かけ夜10時 に帰宅 した。パ

リ中を移動した。それで月給4000フ ランだっ

た。電動ほうきでの作業。極度の疲労。そし

て賃金の不払い。それで も彼は貯金 し送金を

つづけた。同僚は北アフリカ人やアフリカ人

だった。夜中の2時 に電話がかかってきてそ

の日の朝から仕事、ということもあった。組

合はなく、スーパーの窓、学校、バス、メト

ロ、企業を掃除して回っていた。学歴に反す

る仕事だったが、それでも彼は家族に送金す

ることができ満足 した。

彼はセルジーの図書館 に加入 し、英小説、

経済学書、哲学書、フランス文学書を読む。

が、中でも歴史小説を好んだ。

雇い主は彼にきつ く当たった。「今にみて

いろ、いつ まで も仕事があると思 うなよ

......。」「ニグロめ。」 雇い主は給料の支払い

を遅らせた。彼は執行官に訴えた。驚いた雇

い主はすぐに給料を彼に支払った。

こうしたなかで彼は学業を再開することを

決意した。1989年1月 から3カ 月間、給料 と

一時金をつぎ込んで、彼はコンピュータのオ

ペ レーターになるための勉強をした。パリ1

区のシャトレにある私立のコンピュータ学校

の登録契約には、就職の約束が含 まれてい

た。そ して彼は人生の新たな段階に進むこと

になった。

次の仕事はア トラクションのオペレーター

だった。月給は5000-6000フ ランにアップし、

9時 から17時 まで、と労働条件 も改善 され

た。そこで彼は個人的な愉 しみに終始するフ

ランスのア トラクションに、文化の違いを

見、驚いた。同僚には海外領土出身者や移

民、英語圏アフリカ出身者がいた。1989年3

月から10月 までの、6カ 月間の仕事だった。

次の仕事はコンピュータ ・サーヴィスの会

社だった。その会社を通じてジョップはある

銀行の役員を紹介された。こうして彼の世界

もひろがりをみせはじめる。そして彼は本当

の意味での移民の組織が存在 しないことに気

付いた。その当時の移民同士が互いに知り合

う場はダンスフロアやサ ッカー競技場 しかな

かったのだ。
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彼の仕事はコンピュータがうまく動いてい

るかどうかをチェックする仕事だが、そのう

ち、彼はプログラムがどんな風に動いている

のか知りたくなった。そして彼は再び私立の

コンピュータ学校でアナリス ト=プ ログラ

マーになるための勉強をは じめた。学費は

40000フ ランだった。

彼は社会保障に金を払っているが健康 なの

で、それを利用することはなかった。サン=

ベルナールの人々の多くは社会保障に金を払

いながら滞在許可証がないため病気になった

ら自腹を切らねばならなかった。これは大き

な矛盾だった。

この問題を訴えられた保護局の決定は、彼

の立場を支持するだけの証拠がない、という

ものだった。だが、法に従って、さらに彼は

難民請願委員会CRR(Commissiondesre-

coursdesr6fugi6s)に 助けを求めることがで

きる。事実彼はそうした。だが委員会が決定

を下す日は彼のコンピュータ学校の試験と重

なっていた。そして彼が不在のまま委員会の

決定は下された。決定は彼の訴えの却下すな

わち彼 を許可証なしの立場 に追いやるもの

だった。だが、彼 はさらに国務院Conseil

d'直tatに訴えることができるが、判断が下る

までには4年 の歳月を要する、という。

皮肉なことに、彼はコンピュータ学校の試

験に合格 していた。つまり彼は仕事の資格は

あっても仕事を行 う法的許可がなかった。

不法の身でありながら、彼は接着剤会社で

はたらいた。年収は125000フ ラン。彼は1カ

月1800フ ランの部屋に住んでいた。

彼は警察に監視 される身だった。逮捕され

ることの恐怖が頭から離れなかった。

彼は会社に昔の書類を提出し、1日2日 後

には許可証が更新 されるから、と言った。こ

243

れはうまく行った。そして3-4カ 月が経過

した。だが彼は再び許可証を提出しなければ

ならなくなった。

彼はパリ19区スターリングラー ドのカフェ

に行 き男と会った。不正入手の本物の許可証

が20000-25000フ ラン、文字通 りの偽物のが

2500フ ランだった。彼は後者を選んだ。

彼は仕事はちゃんとこなした。彼は良いプ

ログラムを組んだ。だが彼は非合法の身だっ

た。同僚の目の前で尋問され逮捕されること

を恐れて、彼は同僚と食事やお茶に行 くこと

を拒んだ。家と会社との往復。そ して上司と

の衝突。その後も彼はクリスチャン ・ディ

オールでのアナリスト=プ ログラマーの3カ

月、オスマン大通りの大企業での6カ 月、と

仕事をこなしていった。彼は定期的に社会保

障の掛金を支払い、後者の企業をやめる際に

は、身元を調べ られることを恐れ、月給1.5

カ月分の一時金で妥協 した。彼は次のように

述懐 している。「偽の許可証を使用したから

といって、盗むためにやったのではない。働

くためにやったのだ。」

1992年6月 、大学入学資格試験に合格 した

アス トゥーと彼は結婚 した。彼が不在のま

ま、 ダカール にて式は取 り行 われ た。

15000CFAフ ランのワイロで1カ 月の観光ビ

ザを入手し、彼女は渡仏、2人 の新婚生活が

はじまった。

再び掃除会社での仕事。2週 間の契約。6

時から正午まで、そ して17時30分 から23-23

時30分 まで彼は働いた。月収は2000-3000フ

ラン。偽の許可証で働いていたので彼は同僚

が信用できなかった。アス トゥーと彼は本国

の家族に定期的に送金 した。彼は行政官に告

発 されるかもしれない、強制国外退去を命じ

られるかもしれない、という恐怖に付 きまと
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われていた。

彼はコンピュータの国家資格を取るために

さらに勉強することにした。それさえあれば

仕事があったのだ。

次の職場はダイエ ット関連の会社だった。

そこで雇い主の終業時の掃除要求を彼は断固

拒否 した。

その間、妻の妊娠、路上での尋問とそれに

引き続く4時 間の拘束の後の釈放、などが引

き続いた。そして会社とのいざこざの後、彼

は1994年10月 に解雇 される。だがその日国務

院からの手紙が来た。再び彼は一時的に3カ

月の滞在許可及び労働許可を得たのである。

そして1994年6月15日 の娘ファトゥーの誕

生。彼女が生まれたパ リ東郊の町モンフェル

メイユ市は、市長が移民の子供が幼稚園に登

録することを拒否したことで知られていた。

そして1995年5月 から7月 までのアナリス

ト=プ ログラマーの仕事につく。4時 に起き

て20時 に帰宅する日々がつづいた。彼は1996

年1月 まで同様の仕事を続けた。

だが彼はこれ以上非合法のまま働きたくな

かった。国務院での4年 間は長すぎた。彼は

1996年3月18日 の朝パリ北東郊の町ボビニー

の役所へおもむいた。だがうまくゆかなかっ

た。彼は移民支援団体に窮状を訴えた。だが

その反応ははかばか しくなかった。そんな

中、彼はその日の夜23時 、テレビで、アフリ

カ系移民がサン=タ ンブロワーズ教会を占拠

したことを知った。そして彼はその運動の渦

中へ と乗 り出していったのである。

歴史的コンテクス トの中の移民

第3世 界と旧宗主国との関係がどのように

構造化されているのかが理解できよう。そし

て同時に、移民のおかれた社会環境がどれほ

ど劣悪かということも理解できよう。統計的

に見ても、フランスの移民人口は総人ロの7.5

%で 、その数は実に417万 人にのぼる。そし

てその出身地域は東南アジア ・アフリカ ・

ヨーロッパ と非常に多岐に渡っている。*2

しかも移民の仕事の大半は、彼が最初に経験

した掃除夫のような公共の仕事ないしはエス

ニック ・レス トランの従業員等、特定の分

野 ・職種に集中しており、彼らがいなくなれ

ば、その分野 ・職種が機能を停止 してしまい

かねない、ということから考えて、政府が不

法移民ゼロを実行することなど現実には有 り

得ない。そして雇い主はサン=苓 ピエを有利

に雇用できる。*3だ がフランス政府は移民

規制を訴えている。そしてサン=パ ピエは生

きるため非合法で働 くことを余儀な くされ

る。

働くな、というのは生きるな、というのと

同義である。そしてフランス政府はそれは法

によって定められている、と言う。だが、そ

の法の法たるゆえんが歴史的コンテクス トの

中では否定され得る、ということにフランス

政府は気付いているのか。

かくしてサンニパピエは植民地主義の所産

であるということが理解でき、その限りにお

いて、彼 らの存在は決 して否定されるべきで

はないと思われる。

サン=パ ピエの運動の社会学的意義

我々は本書の後半部分で描かれる運動にお

いて、注目すべ き2つ の要素を導き出すこと

ができる。1つ には、それはジョップの妻の

父も属していた、アフリカ系旧仏軍兵士の墓

に墓参しているということによって端的に理

解できるように、彼 らが、フランスによるア

フリカの植民地支配という近現代史の延長線 .
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上に自らを位置づけている、という点であ

る。彼 らは過去から決 して切 り離されてはい

ない。そして第2に は、そうであ りながら、

かれらがフランスの自由のために闘ってい

る、と明言している、ということである。彼

らが主張する定住権、反人種差別主義、移民

非合法化停止、地方参政権を外国人に与える

こと等は、フランスが誇り唱道する人権思想

そのものではないのか、というのである。

かつての植民地支配の記憶を決して忘れる

ことなくかつ支配 しかえすのではなく、かつ

ての支配の側とさえ了解 し合える場を創造 し

そこから現状を変革 していこうとしていると

いうこと。これは植民地主義の下で育った次

の世代以降の時代認識を示す具体的な事例 と

して注目に値する。この認識を行った代表的

な思想家にフランツ ・ファノンがいるが、民

族解放のために彼が唱えた暴力という思想

は、ジョップの下では、運動にとって代わら

れている。*4国 家により生きることの不可

能性を宣告されたサン=パ ピエにとって道は

一つ、運動なのである。そしてその運動が不

可能性を生きることである限り、そこには思

想的な意義が存する。そしてそれは、フー

コーの言い方を借 りれば、「至上の法のモデ

ル」ではなく 「諸権力の諸関係」そのものを

生きざるを得ない赤裸々な日常に他 ならな

い。緬 そしてそれがじつに膨大な人間的努

力を要することか。サン=パ ピエは、法によ

り生きることが不可能だとされたが故にその

不可能性そのものを生きているのである。

サン=パ ピエの運動は現在も猶継続中であ

る。ジョスパン内閣は移民規制法の見直しを

行ってお り、フランスの世論は現在の時点で

は彼らに好意的である。寧6

ともかくそれはフランスだけの問題ではな

い。世界中に存在する複数の民族が共存する

社会の歴史性及びそのコンテクス トを問い直

し、国家と管理の関係を問い直す必要が生じ

ているのである。事態は、第3世 界のみなら

ず、かつての支配の側の足下で進行 してい

る、ということを確実に物語っている。フラ

ンスにおけるその一例として、この書物はあ

る。
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